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大
島
の
夏
を
彩
っ
た「
大
島
村

夏
祭
り
花
火
大
会
」が
、
８
月
12

日
に
大
島
村
的
山
港一帯
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
祭
り
は
、
年
に
１
度
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
大
島

地
区
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　
会
場
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち

に
よ
る「
魚
の
つ
か
み
取
り
」か
ら

始
ま
り「
コ
ー
ラ
の
早
飲
み
競
争
」

「
バ
ン
ド
の
演
奏
」な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
約
５
０
０
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
皆
さ
ん
夏

の
大
島
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大島の夜空に約500発の花火が舞う

　この祭りは、大島の夏の風物詩
として定着しています。同時期に
伝統芸能の披露もあるので、帰省
客の皆さんにも楽しんでもらえた
とうれしく思います。
　スタッフは若者が少なく年々高
齢化しています。今後も、規模は
小さくなるかもしれませんが、続
けていきたいと思っています。

岩本  順侍さん
大島村

いわもと　　　　じゅんじ

大島村夏祭り花火大会
実行委員会委員長

１_的山外港に打ち上げら
れた花火／２_大島村青年
団によるバンドの演奏披露
／３_コーラの早飲み競争
／４_子どもたちによる魚の
つかみ取り

　
８
月
は
、
平
戸
が
１
年
間
で一

番
血
気
盛
ん
に
な
る
シ
ー
ズ
ン
。

　
夏
祭
り
や
伝
統
芸
能
な
ど
、
市

内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
帰
省
客
や

市
民
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
夏
の
良

き
思
い
出
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
心

の
中
に
残
って
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
担

い
手
の
確
保
が
難
し
い
中
で
、
必

死
に
裏
方
で
頑
張
る
人
た
ち
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
人
た
ち
の
お

か
げ
で
、
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
は
、
裏
方
の
皆
さ
ん
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
、
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
を
追
い
ま
し
た
。

各地でイベントが開催
　　　帰省客や市民でにぎわう

夏
祭
り
や
伝
統
芸
能
、
燃
え
た
平
戸
の
夏

１

２ ４３



た
び
ら
夏
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火
大
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平
戸
港
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
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「
た
び
ら
夏
祭
り
シ
ー
サ
イ
ド

花
火
大
会
」が
、
８
月
17
日
に
田

平
港
内
埋
立
地一帯
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
出
店
が
並
び
、
子

ど
も
た
ち
は
、
う
れ
し
そ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ

こ
い
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
高

校
生
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
な
ど
で

会
場
を
盛
り
上
げ
、
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
花
火
で
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
田
平
港
と

う
ま
く
相
ま
っ
て
、
幻
想
的
な
風

景
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
平
戸
港
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」

が
、
８
月
18
日
に
平
戸
港
交
流
広

場一帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
に
開
催
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
影
響
で
こ
の
日
に
順

延
。
当
日
は
、
晴
天
で
風
も
な
く

絶
好
の
祭
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
商
工
会
議
所
青
年

部
が
中
心
と
な
り
、
舞
台
の
イ
ベ

ン
ト
の
進
行
や
、
屋
台
を
出
店
す

る
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
祭
り
の
最
後
に
は
、
平
戸
港
に

百
花
繚
乱
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
皆
さ
ん
き
れ
い
な
花
火
に
酔

い
し
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

平戸城との魅惑的なコラボレーション 港と一体となった幻想的な風景

　昔はいろいろな祭りがあって、
地域には一体感がありました。
　現在は、地域の行事も少なくな
くなってきており、この祭りは、
数少ない地域の喜びを共有し団結
できるイベントです。今後とも、こ
の祭りが地域のシンボルとして継
続していくために、地域と行政が
一体となって頑張っていきます。

立石傳太郎さん
新町

たていし　　　でんたろう

平戸港夏まつり
実行委員会委員長

　この夏祭りは、田平町内の皆さ
んをはじめ、多くの人たちの寄附
によって行われています。準備や
後片付けなど、実行委員をはじめ
多くの町民や各種団体の皆さんに
にボランティアでご協力していた
だいています。
　今後も、地域活性化のために続
けられることを期待しています。

１_平戸城とコラボレーショ
ンした花火／２_コンテスト
で入賞し賞品を受け取る少
女／３_田助ハイヤ節保存
会による踊りの披露／４_か
き氷を買う人たち

１_田平港に打ち上げられ
た花火／２_北松農業高校
生徒による田平権現太鼓の
披露／３_出店を楽しむ少
年／４_スタジオシャインに
よるダンスの披露

田平町

おおつぼ　　　　しげき

たびら夏祭り
　実行委員会会長
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優
美
に

　

舞
い

踊
る

―
  

お
盆
の
伝
統
芸
能
が
市
内
各
地
で
開
催  ―

須
古
踊
行
事
」、
大
島
地
区
の

「
大
島
の
須
古
踊
」「
大
島
の
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
」「
大
島
の
流
儀
」、
ど
れ

も
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
た
ち

が
守
り
抜
い
て
き
た
特
色
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
し
か
し
、
後
継
者
不
足
で
存
続

の
危
機
に
あ
る
伝
統
芸
能
も
あ
り

ま
す
。
先
人
た
ち
か
ら
受
け
た
バ

ト
ン
は
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
確
実

に
渡
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

存
続
の
た
め
に
は
担
い
手
の
確
保

は
急
務
で
あ
り
、
若
者
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る「
伝
統

芸
能
」。

　
独
自
の
形
態
を
伝
承
し
つ
つ
も
、

時
代
ご
と
に
流
行
し
た
衣
装
や
芸

能
を
う
ま
く
取
り
込
み
な
が
ら
、
絶

や
す
こ
と
な
く
各
地
域
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝

統
芸
能
が
、
８
月
11
日
か
ら
18
日

ま
で
市
内
各
地
区
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
戸
地
区
の「
平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ

ラ
」、
獅
子
地
区
の「
獅
子
の
須
古

踊
」、
度
島
地
区
の「
度
島
の
盆
ご

う
れ
い
」、
生
月
地
区
の「
舘
浦
の

　
こ
の
他
に
も
平
戸
に
は
多
く
の

伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
素
晴
ら
し
い
芸
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
今一度
地
域
の
取
り
組

み
に
目
を
向
け
、
地
域
と一緒
に

な
って
暮
ら
し
て
い
く
決
意

を
持
っ
た
若
者
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。　
　

度
島
の
盆
ご
う
れ
い

「
寺
の
下
の
坂
起
こ
し
」
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平
戸
の

「
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」奉
納

１_度島の盆ごうれいの笛／２_

平戸のジャンガラ（平戸地区）

／３_大島村盆踊り合同公開で

の流儀／４_獅子の須古踊りの

枠ふり／５_舘浦の須古踊行事

の傘鉾／６_大島村盆踊り合同

公開での須古踊り／７_舘浦の

須古踊行事参加者全員での参

拝／８_獅子の須古踊りの杖使

い／９_舘浦の須古踊行事の花

杖／ 10_度島の盆ごうれいの

先払いの人たち／ 11_度島の

盆ごうれいの棒術／ 12_舘浦

の須古踊行事の中踊りの歌詞
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